
東書５年       日本語のしらべ     年  月  日   氏 名 

春 

 

春の月 菜の花  

山桜 山吹 春雨
は る さ め

 

おぼろ月 春一番 

若葉 花ぐもり 

たんぽぽ  

 

 

 

 

 

 

立春・雨水・啓蟄
けいちつ

 

春分・清明
せいめい

・穀雨
こ く う

 

夏 

 

西瓜
す い か

 青葉 初鰹
はつがつお

 

郭公
ほととぎす

（ か っ こ う ）  蛍
ほたる

 

虹
に じ

 遠雷
えんらい

 よ しず 

風鈴
ふ う り ん

 梅雨
つ ゆ

 夕立
ゆ う だ ち

 

ひざかり 入道雲 

 

 

 

 

   

 

立夏・小満・芒種
ぼ う し ゅ

 

夏至・小暑・大暑
た い し ょ

 

秋 

 

白秋 こほ（お）ろぎ     

馬追虫 秋
あ き

来ぬ
き ぬ

 

天高し いわし雲 

月 中秋の名月 

すすき 野分
の わ き

   

 

 

 

 

 

 

立秋・処暑
し ょ し ょ

・白露 

秋分・寒露・霜降
そ う こ う

 

冬 

 

霜やけ 湯たんぽ    

北風 蜜柑
み か ん

 冬鳥   

みぞれ 冬こだち 

冬木
ふ ゆ き

 枯葉
か れ は

 風花
かざはな

 

小春日和
こ は る び よ り

 冬将軍
ふゆしょうぐん

  

 

 

 

 

 

 

立冬・小雪・大雪
たいせつ

 

冬至・小寒・大寒
だいかん

 

  

 上の表は、４年と５年の教科書の「日本語のしらべ」に出ていた言葉や写真からの連想を

整理したものです。日本語には、古くから四季それぞれの雨や風、空の様子などをゆたかに

表す言葉がたくさんあります。日本人は、季節に合わせて生活してきました。その中でみが

き上げられた言葉です。各欄の最後にある６つの言葉は、１年を２４に分けて季節を表した

ものです。二十四節気といいます。半分くらいは聞いたことがあるでしょう。 

 「四季をふり返り、それぞれの季節について、好きなところを集めてみましょう。」と課

題が出されていますが。今回の授業では、そこはみなさんにお任せします。そして、上の表

の空いているところに季節に関わる言葉をつけ加えてみましょう。書けたら教室に掲示して

楽しみましょう。（漢語と和語に分けるのも面白いですよ。） 


